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研究概要︓看護師を含む医療専門職が実施する包括的医療ケア支援が血液透析患者に与える効果について、既存文献を網羅的
に検索・統合して調査しました。本結果を活用することにより、血液透析患者に対する医療行為を行う際の指針が明確となり、質の高
い個別ケアの提供につながることが期待されます。 

研究背景︓血液透析患者は、身体的・心理的・生活習慣に関連する合併症のリスクが高く、それらは臨床転帰に悪影響を及ぼしま
す。包括的医療ケア支援のなかでも、特に看護師を含む多職種チームによる支援がこれらの課題解決に寄与する可能性があるものの、
その有効性は依然として不明確でした。 

研究成果︓25 研究（メタ解析 11 研究）を統合した結果、包括的医療ケア支援を実施することで、通常歩行速度、収縮期・拡張
期血圧、および健康関連 QOL（quality of life）の身体面が改善しました。一方、精神面 QOL や自己管理能力には有意な変化を
示さず、研究間の異質性も大きい結果でした。エビデンスの確実性は非常に低～中等度でした。（表にまとめています） 

表 GRADE評価と結果の要約 
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社会への影響︓包括的医療ケア支援の有効性が示されたことから、血液透析患者の日常診療において根拠を持った治療の選択肢
の一つとすることができ、より有益な個別ケアを提供することができると考えられます。 
 
 
専門用語︓ 

包括的医療ケア支援︓複数の医療職が連携し、医学的な治療だけでなく生活・心理面まで含めて患者を継続的に支える支援 
血液透析︓腎臓の働きが低下した人の血液を体外の機械でろ過し、老廃物や余分な水分を取り除いて体内環境を保つ治療法 
システマティックレビュー︓特定の問いに対し、既存研究を決めた手順で網羅的に集め、結果を偏りなく整理・要約する方法 
メタアナリシス︓複数研究の数値データを統計的に統合し、個々の研究だけでは見えにくい治療効果の全体像を示す解析手法 

GRADE評価︓研究結果の確かさ（エビデンスの質）と推奨の強さを、明確な基準で「高い～非常に低い」などに分類する方法 

健康関連 QOL︓病気や治療が、身体・精神・社会生活にどの程度影響し、本人がどれだけ良い生活を送れているかを示す指標 
 


